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1．はじめに
　香港は、外国人家事労働者を多く受け入れ
ている地域であり、特に家事労働者が大半を
占めているインドネシア人およびフィリピン
人は、合計32万人を超えている。家事労働者
を雇用できる家庭は、富裕層や中産階級だけ
ではなく、一般家庭でも雇用が可能となって
いる。香港では、多くの女性は、結婚前も結
婚後も、フルタイムの仕事に就き、家事、育
児、介護などを家事労働者に依頼している。
　1960年代に入り、香港経済は大きく発展し、
女性の社会進出が促進されることになった。
それにともなって、1973年以降、香港政府は、
家事労働をするための外国人労働者の正式な
受け入れを開始した。香港統計局によると、
1996年では、164,229名の外国人家事労働者
がおり、その82％をフィリピン人が占めてい
た。1）その後、インドネシア人家事労働者の
急増によって、インドネシア人がフィリピン
人人口を上回ることとなった。
　香港政府の統計によると、2012年現在、香
港における約715万人の全人口のうち、非中
華系住民の人口は8％を占め、その中で最も
多いのがインドネシア人の164,850人、次に
フィリピン人の160,850人、そして、米国人の
28,290人が続く。2）この外国人の２大グルー
プの中で大半を占めているのが、家事労働者
として、主に住み込みで就労する女性である。
家事労働に従事する外国人は合計して312,395
人に上っている。3）
　現在、外国人家事労働者の法定最低賃金は、
2012年9月以降、3,920香港ドル（日本円で約
4万円）となっており、食費や寝室などは別
途支給となっているものの、香港のフルタイ
ムの女性の月給は1万ドル～ 4万ドルの間（日
本円で約11万～ 44万円の間）であるため、家
事労働者を雇っても、収入の方が上回る。4）
2．外国人家事労働者を受け入れるメリット
（1）女性の就労にともなう家事労働者の需要
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1） 香港勞工處『勞工處報告』、1996年。
2） 「香港概況」、『香港政府一站通』、http://www.gov.
hk/tc/about/abouthk/facts.htm。
3） 香港入境事務處『入境事務處二零一二年年報』
香港特別行政區入境事務處、
 ht tp ://www. immd.gov.hk/publ icat ions/a_
report_2012/tc/ch1/index.htm。
4） 香港における外国人家事労働者についての詳細
は以下を参照：
 Maggie Chan and Fredrick Lai, Survey report on 
hardship & violations of employment contract terms 
encountered by foreign domestic workers in Hong 
Kong, Hong Kong, Caritas-Hong Kong.
 黄志勤等『外籍傭工在港工作境況調查報告書』、
明愛亞洲外地勞工社會服務計劃、2001年。
 陽光女傭中心『賓主兵團‧家有外傭手冊』、壹出
版有限公司、2008年。
 康樂居僱用中心有限公司『完全僱用手冊套裝：
百分百醒目僱主：外傭管理實務指南』、經濟日
報出版社、1998年。
 忽然一周『家有外傭手冊』、壹出版有限公司、
2008年。
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　香港政府の資料によると、近年、経済状況
が下り坂であるにもかかわらず、香港の労働
人口における女性の人数および比率には、明
らかな上昇傾向が見られる。女性労働者の人
口は、1999年～ 2009年にかけての10年間で、
1,362,500人から1,736,300人にまで増加した。
毎年平均して2.5%の増加率となっており、労
働人口全体の増加率と比較すると1.1%倍であ
る。同期間における女性の労働参加率5）は、
49.2%から53.5%へ上昇した。政府統計局の予
測では、この情勢が続いて、2026年には55.4%
に上昇することが見込まれている。そして、
2023年には男性労働人口を超えると見込まれ
ている。6）
　労働女性の教育水準も高くなってきてお
り、労働女性の大学卒業程度の比率は、1999
年では25%だったのが、2009年には32%にまで
上昇している。また、2009年現在の専門職お
よび管理職における女性の割合は約４割と
なっている。7）女性の高学歴化は、職業の多
様化につながっており、上述の専門職および
管理職のほか、地域社会に関する職業、サー
ビス業、卸売業、小売業、貿易業、金融業、
不動産業などに従事している女性が多い。8）
　香港は、男女平等社会であると言われてい
る。大学生と接する機会が多い筆者は、就職
活動をしている女子学生から話を聞くことも
多く、彼女たちは、「就職活動で女性だから差
別を受けたり、性別で職が制限されたりする
ことを感じたことはない」、「女性だからといっ
て引け目を感じたことがない」と話す。「香
港では、雇用の際に、性別を明記したり、性
別によって区別したりすることは法律違反に
なっています。この例だけとってみても、香
港は素晴らしいと思います。私は男子と対等
に就職活動しています」と誇らしげに語る女
子学生もいた。こういう話はよく耳にする話
であり、こういった香港人女性の自信と、高
い就職率および高学歴は、無関係であるとは
いえない。9）
（2）高齢者、留守家庭の子供に対する介助、
介護要員の需要
　上述のように、多くの既婚女性が就労する
状況が普遍的になり、それによって留守家庭
でベビーシッターをしたり、子供の世話をし
たりする人員も必要となっている。香港では、
託児所、保育所は日本ほど多くなく、就学児
童を対象にした学童のようなシステムもない
ために、外国人家事労働者が、子供の世話を
するために雇用されることが普遍的になって
いる。10）
　香港では、高齢化も大きな問題となってい
る。香港では、1981年以降、高齢人口が増加し、
65歳以上の人口は、1988年では6.6％だった
のが、1996年には10.1％、2001年には11.1％、
2011年には13.3％、2013年には14％へと増加
している。政府の予測によると、2039年には、
その数字は28％にまで上昇する見込みであ
る。11）今後、家庭において高齢者の介助や介5） 労働参加率とは、生産年齢人口に占める労働人
口の割合のことである。生産年齢人口は、15歳
から64歳までの人口を指し、この中で働く意思
を持つ就業者と失業者の合計である労働人口が
どのくらいかを表したものが労働参加率とな
る。 15歳以上の働く意志のない病弱者、学生、
専業主婦、定年退職者などは非労働力人口とさ
れる。
6） 「2009年経済概況及2010年経済展望」、http://
www.hkeconomy.gov.hk/tc/pdf/box-09q4-c6-1.
pdf。
 香港が海外から家事労働者を受け入れる前の
1961年では、女性の就労率は32.3％であったが、
1996年には49.2％に増加している。（当時の状況
の詳細は以下を参照：曾虹文『香港労働力市場
透視』、広州経済出版社、1997年、13頁。）
7） 同上。
8） 婦女事務委員会『香港女性統計数字2011』、物
流服務署、2011年、24-25頁。
9） この聞き取りは、筆者による以下の論文から転
載した：合田美穂「香港における働く母親と外
国人家事労働者の関係―家庭への影響という視
点から―」、『甲南女子大学研究紀要』人間科学
編第50号、2014年3月。
10） 外国人家事労働者と雇用主との具体的な関係の
事例についての詳細は以下を参照：合田美穂「香
港における働く母親と外国人家事労働者の関係
―家庭への影響という視点から―」、『甲南女子
大学研究紀要』人間科学編第50号、2014年3月。
11） 香港房屋協会専業発展中心『変遷中的房屋需
要』、香港房屋協会、2011年、３頁、および、
香港政府統計處『2011年人口普查：簡要報告』、
香港政府統計處2011年人口普查事務處、 2012年、
26頁。
 「香港特別行政區統計處人口估計」、http://www.
censtatd.gov.hk/hkstat/sub/bbs_tc.jsp
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護をする人員が、さらに必要となることは必
至である。
　子供の世話、高齢者の介助をするために、
とりわけフィリピン人およびインドネシア人
の外国人家事労働者が好まれるのには、以下
のような理由がある。フィリピン人家事労働
者は、教育レベルが高く、ハイスクールや大
学を卒業した者が多い。また英語が堪能であ
るために、子供の英語教育にとっても役に立
つと考えられている。12）一方、インドネシア
人家事労働者は、英語が堪能な者や高学歴者
は多くはないが、比較的従順な者が多く、老
人の世話に向いていると考えられている。彼
らを雇用する共通の大きな理由として、彼ら
を雇用するための法定賃金が、家庭を逼迫す
るほどの高額ではないということも挙げられ
る。
（3）多元的な文化、宗教、および民族社会の
形成
　香港は、中華系住民が92％を占める地域で
あるものの、13）英国植民地であったことや、
世界の貿易中継地としての歴史が長いことか
ら、多元的な文化および民族社会が形成され
ている。また、天然資源に乏しく、活用でき
る土地が少ない香港は、この多元的な文化、
宗教、民族社会を、国際社会に対してアピー
ルしている。20年ほど前までは、香港は免税
天国として、外国人観光客がショッピングの
ために訪れる観光地として知られ、人気を集
めていた。また、当時、中国では観光旅行に
ビザが必要であったために、手軽にビザなし
で渡航できる中華社会としての香港への旅行
が好まれていた。しかし、現在では、多くの
国や地域で免税品が購入できるようになり、
中国への渡航も以前ほど煩雑ではなくなった
ために、香港の観光地としての魅力が従来ほ
どではなくなってきている。そのような状況
の中で、フィリピン人およびインドネシア人
といった東南アジアからの人々が、香港でコ
ミュニティを形成することによって、多元的
な文化、宗教、および民族社会がさらに多様
なものとなり、「国際都市」としての香港の魅
力が増大すると考えられている。
　セントラルの皇后広場や銅鑼湾のビクトリ
アパーク周辺には、フィリピンやインドネシ
アの日用品、衣料品、食料品などの専門店、
フィリピンのファストフード店、インドネシ
ア料理のレストランなどが集中している。週
末には、多くのフィリピン人やインドネシア
人が行きかう姿が見られる。14）また、香港の
各地域には、フィリピンやインドネシアの食
材を専門的に扱う小売店も数多く見られるよ
うになっており、香港風景の中に東南アジア
の色彩が感じられるようになっている。15）そ
れは一種の多文化共生社会であるといえる。
　筆者が勤務する大学において、筆者の科目
を履修している香港に居住する大学生および
大学院生75名対して、「フィリピン人またはイ
ンドネシア人と話をしたことがあるかどう
か」、または「直接見かけたことがあるかど
うか」と質問をしたことがあった。16）回答者
全員が、そのどちらかに対して「はい」と回
答した。さらに、「彼らを見た際に、“あ、フィ
リピン人がいる”というように特別に注視を
したことがあるかどうか」という質問もした
が、全員が「いいえ」と回答した。それだけ、
彼らは香港では普遍的な存在となっているの
である。
（4）家事労働者がもたらす経済効果
　現在、32万人を超えるフィリピン人とイン
ドネシア人は、香港において、彼らは大きな
市場となっており、彼らの娯楽活動、消費活
動によって香港にもたらされる経済効果は大
きい。上述のフィリピンやインドネシアに関
連する衣料品や食品を販売する店舗も、現在
12） 何平「香港的「菲傭」與「菲傭現象」探析」、『東
南亞』、1998年第1期、46頁。
13） 「香港概況」、『香港政府一站通』、　http://www.
gov.hk/tc/about/abouthk/facts.htm。
14） 外国人家事労働者の余暇活動については以下を
参照：合田美穂「在香港フィリピン人家事労働
者の余暇活動についての一考察」、『甲南女子大
学研究紀要』人間科学編第42号、 2006年3月。
15） 王鉄成「香港皇后広場的“菲傭市場”」、『中国撮
影家』、2011年１期。
16） 当該質問を実施したのは2013年11月5日の講義
時である。
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では香港全域に分布しており、その地に居住
するフィリピン人やインドネシア人、ひいて
は東南アジアに興味を持つ香港人の多くが利
用している。特に、セントラルにある商業ビ
ル（代表的なものはワールドワイドハウス）、
銅鑼湾にあるインドネシア関連の小売店やレ
ストラン、カオルンシティにあるタイ関連の
小売店やレストランには、祝休日になると多
くのアジア系の人々でにぎわう。彼らはまた、
多くの物品を祖国に送っているが、東南アジ
アへの配送を専門的に行う配送会社も数多く
出現しており、香港の経済の発展に寄与して
いる。
3．外国人家事労働者を受け入れるデメリット
（1）香港人の就労への影響
　フィリピンおよびインドネシアを中心とす
る国家から、家事労働をするために多くの人
口が香港に流入することによって、「香港人の
家事労働の就労機会が影響を受ける」という
声も聞かれるようになっている。外国人家事
労働者を受け入れる前までは、香港では、子
供が独立して時間に余裕ができた年配の女性
が、時間単位で家事手伝いを行ったりするこ
とが多かった。また、家事労働の仕事を専門
に行う「阿媽」と呼ばれる中国系の女性たち
も多くいた。しかし、彼らよりも廉価な賃金
で家事労働を行ってくれる外国人家事労働者
が出現してからは、彼らがその市場をほぼ独
占するようになっている。そのために、特に、
近年、香港経済が下り坂となり、失業者問題
が懸念されるようになっている現在、外国人
家事労働者による香港人の就労機会への影響
に懸念を示す声も聞かれるようになってい
る。とはいえ、現段階では、外国人家事労働
者と香港人とは就労において競合はしておら
ず、この問題については、社会の中で問題視
されたり、議論されているわけではない。
（2）永住権問題
　近年、香港社会で注目を集めているのが、
2010年以降目立つようになった、フィリピン
人家事労働者による永住権獲得への要求に関
する動きである。香港特別行政区の「基本法」
第24条の香港永久居民の定義によると、「香港
特別行政区の成立以前または成立後、有効な
旅券を所持して香港に渡航し、香港において
連続して7年以上居住している非中国籍の者」
17）が、永住権を申請して取得する権利を有す
る。しかし、「入境条例」の規定では、家事労
働を目的とした就労ビザで滞在している外国
人は、７年の居住期間を満たしていても、そ
の権利は与えられていない。
　香港では、外国の国籍を有する者であって
も、香港特別行政区の永住権を取得している
者は、香港人と同様の待遇を受けることがで
きる。９年間の無料教育、公立病院の無料診
療、更に、低所得者の場合は、日本でいう生
活保護を受けることができ、政府の公共住宅
にも居住可能になるため、居住期間が連続し
て７年を超えた外国人の多くは、香港の永住
権を申請している。もし、外国人家事労働者
が香港の永住権を取得できた場合、職業の選
択も自由になるために、家事労働以外の職業
に就くことができ、母国に居住する家族を香
港に呼び寄せて居住させることも可能にな
る。
　一部の家事労働者は、この権利を長い間主
張してきた。しかしながら、2013年3月、香
港の最高裁判所は、香港の永住権を求めてい
た外国人家事労働者側の主張を退けた。18）そ
の理由として、30万人以上の外国人家事労働
者全てが、7年の居住期間を経て永住権を申
請して獲得した場合、香港政府の財政支出が
膨大になるだけではなく、香港の民族人口構
成が大きく変わるということが考えられたか
らである。
　外国人（特にフィリピン人）家事労働者は、
自らの権益を守るため、または主張するため
に、多くの組織を作っており、その組織に属
して活動している者も多い。そして、組織を
通して、香港政府に対する要求を求めたり、
街頭で香港の法令に反対するデモを行ったり
17） 「香港特別行政區基本法」第二十四條、
 http://www.basiclaw.gov.hk/tc/basiclawtext/
chapter_3.html。
18） 「外傭居權敗訴，港暫不提釋法」、『星島日報』、
 http://std.stheadl ine.com/yesterday/loc/ 
0326ao01.html。
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している。19）政府や多くの香港人は、家事労
働者は、家事労働を担ってくれる貴重な人材
ではあるとして、外国人家事労働者の存在を
高く評価してはいるものの、彼らが永住権を
獲得して彼らの子女が香港に呼び寄せられる
ことになれば、香港の教育、医療、福祉への
負担が増加し、香港社会においてのマイナス
面が大きくなると考えている。現在、この問
題については、慎重に議論がなされていると
ころである。
　筆者が、2013年に、この問題について、家
事労働者を雇用している香港人４名に意見を
求めたところ、３名が外国人家事労働者の永
住権取得について、消極的な意見を述べた。
20）「香港では、子供が小さい頃から教育に力
を入れる熱心な親が多く、人気のある国際学
校に入れたいと思っている親、英語教育に力
を入れている小学校を受験させたいと思って
いる親も多い。フィリピン人は英語が堪能な
ので、その子供たちがこの受験戦争に加入す
れば、受験競争が更に激化されることになる
と思う。そういった親からの反発はある程度
あるはずだ。」（Aさん、40代女性）、「彼らが永
住権を求める気持ちはわかる。なぜなら、公
立学校は基本的に９年間無料だし、公立病
院も無料であるため、彼らの子女や家族が得
られるメリットはフィリピン国内よりも大き
いかもしれない。それによって、教育や医療
にかかる政府の支出が増えることは必至であ
る。」（Bさん、30代男性）、「現在、生活保護を
受けている人は身寄りのないお年寄り、身体
が不自由な人というイメージがある。彼らが
永住権を獲得したら、おそらく家族を呼び寄
せるだろう。それによって、今後、広東語が
できなくて就職できないといったフィリピン
人たちが、生活保護制度を利用することにな
れば、政府の福祉財政は圧迫されることにな
るだろう。」（Cさん、30代女性）といった意
見であった。一方、「家事労働だけは外国人に
頼っておいて、彼らに香港の医療や福祉を使
われることに難色を示すというのは、都合が
良すぎる話かもしれない。彼らの永住権取得
に反対する香港人は“いいところ取り”をし
ていると思われても仕方がない。家事労働に
ついて、香港のなかで自給自足できるように
なれば、こういった問題も起こらないのでは
ないか。一度、この制度自体を考え直したほ
うがいいのではないか。しかし、自給自足と
いっても、すでに30万人を超える外国人家事
労働者に頼ってしまっている状況を変えるこ
とは難しい。」（Dさん、40代女性）と、外国人
家事労働者の制度自体について考え直すべき
だという声もあった。
（3）子供への影響
　香港では、女性の就労率の上昇により、「男
は外、女は内」という伝統的な考え方は、既
に過去のものとなり、両者の役割にも大差が
なくなってきている。両親が、フルタイムで
共働きをしているために、外国人家事労働者
が、家での仕事を全般的に行なうにようにな
り、多くの子供たちは、自分の親よりも、家
事労働者に懐くようになっているとも言われ
ている。過度な家事労働者への依頼は、子供
の独立性を阻害し、親子関係にも影響をもた
らすことは、専門家からも警笛が鳴らされて
いる。また、多くの香港人の親たちは、この
ことの深刻性に気づいていないようである。
21）
　筆者が聞き取りを行った、香港療育及び教
育センターの特殊幼児インストラクターの辛
玉清氏は、「親の共働きによって、家事や育児
の役割の一部を、家事労働者が担うようにな
り、かつての専業主婦のように、母親が全
面的にそれらに関わらなくなったことに対し
て、昨今の父親たちはあまり違和感を持って
19） フィリピン人による組織については以下を参
照：合田美穂「在香港フィリピン人の政治・支
援組織についての一考察」、『甲南女子大学研究
紀要』人間科学編第45号、2009年3月。
20） 筆者による香港人（Aさん、Bさん、Cさん、Dさん）
への聞き取り。（2013年11月10日～ 11月30日の
間に実施。）
21） 外国人家事労働者の家庭への影響については、
以下を参照：合田美穂「香港における働く母親
と外国人家事労働者の関係―家庭への影響とい
う視点から―」、『甲南女子大学研究紀要』人間
科学編第50号、2014年3月。
22） 筆者の辛玉清氏への聞き取りによる。（2013年9
月30日）
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いない」と話す。22）そういう考えが出現した
理由には、女性の地位が高くなり、男女平等
の考えが強まっていることや、共働きによる
家庭の収入が増えたことがあげられる。しか
しながら、万事がうまくいくわけもなく、一
歩間違えると、親と家事労働者の立場が逆転
してしまい、悪い結果をもたらすことになっ
てしまうと、辛氏は指摘している。
　外国人家事労働者を雇用することによる子
供への影響も出現している。例えば、家事労
働者による幼児虐待がニュースになることは
珍しくはないし、家事労働者を頼りすぎて、
簡単なことさえもできない香港人の子供も増
えてきている。彼らは、「お手伝いさんなら、
文句を言わずに聞いてくれる」と、小さなこ
とでも過剰に家事労働者に依頼してしまって
いるのである。香港と同様に、シンガポール
も外国人労働者を多く受け入れている国家で
あるが、2001年にシンガポールで上映された
映画23）には、家事労働者に関する問題が反映
されている場面があった。両親が会社経営に
熱心なあまり、子供の声にもあまり耳を傾け
ず、子供の身の周りの世話全般を外国人家事
労働者に依頼している家庭があった。中学生
の姉は、親から尊重されていないことをさび
しく感じ、不良グループに入って、警察に補
導される。小学生の弟は、身代金目的の誘拐
事件に人質として巻き込まれるのだが、普段
からお手伝いさんに何でもやってもらってい
るその小学生は、誘拐された際に、自分が身
の回りのことが全然できないことに気づき、
愕然とする。パンにジャムを塗ることも、熱
湯を注ぐだけでできるインスタント飲料を作
ることもできず、「こんなことなら、お手伝い
さんごと誘拐すればよかった」と誘拐犯を困
らせることとなった。こういった例は、映画
の中の話だけではなく、実際にありえる話な
のである。
（4）環境衛生への影響
　外国人家事労働者の休暇は、基本的には日
曜日および祝日となっている。休暇日に、雇
用主の家にある自室で過ごしたり、単独で外
出したりする者は少なく、多くが同郷人や友
人らと集まる。フィリピン人の多くは、セン
トラルに集まり、インドネシア人の多くは銅
鑼湾に集まる。彼らが集まる時間は長時間に
およぶため、長時間滞在ができない飲食店内
にとどまる者はさほど多くなく、飲食店は
もっぱらテイクアウトで利用されることが多
い。公園、歩道橋の階段または下、屋根のあ
る歩行者専用橋（特にセントラル周辺には屋
根のある歩道橋や連絡通路が多い）などに、
レジャーシートや新聞紙をひいて、飲食や雑
談をしたりして過ごすことが多く、その風景
が、今ではセントラルや銅鑼湾の風物詩と
なっている。
　近年、このような形で休暇を過ごす外国人
家事労働者が増加しており、彼らによって占
められる場所がだんだんと広がってきてい
る。通行人や近隣の店舗の邪魔になっている
という報道を時々目にすることもある。筆者
の知り合いのEさん（20代男性）は、若者に
人気のある繁華街であるモンコクに時々行く
そうであるが、休日はモンコクの歩道橋の階
段に、外国人家事労働者がひしめき合うよう
に座り、物も置いているため、通行人は真ん
中の細いスペースを何とか通行できる状況で
あり、彼らが通行人とトラブルを起こしてい
ることは一度も見たことがないものの、誰か
が転落したり、当たったりして転べば、被害
は大きいだろうと話した。24）
　最近、外国人家事労働者が、休日に集まっ
た際に残したゴミや残飯などが環境衛生に影
響を及ぼしていることも指摘されるように
なっている。香港では、日本ほど厳しくない
が、ゴミの分別が行われている。しかし、休
暇時に、公園、歩道橋下などに集まる外国人
家事労働者は、もともと本国ではそのような
ゴミの分別の習慣がないためか、分別にあま
り注意を払わないでゴミを捨てており、彼ら
が去った後は、ゴミ箱に入れられずに残った
ゴミが散らっていることが多いとも言われて
23） 詳細は以下の映画を参照：「小孩不苯（邦題：
僕バカじゃない）」、2001年。 24） 筆者のEさんへの聞き取り。（2013年11月30日）
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いる。実際に、香港食品環境衛生署は、外国
人家事労働者が歩道橋周辺に集まるために渡
れない、ゴミが多いといったことを含めたク
レームを、多くの住民から受けている。25）
　香港政府は、この問題に対応する形で、家
事労働者が多く集まる地域の車両の通行道路
を、日曜日には歩行者専用道路に変更したり
しているが、追いつかない状況である。政府
は、問題が起こってからではなく、このよう
なことをもっと早い段階想定して、彼らが休
暇を過ごす場所をきちんと確保し、彼らに提
供するべきであった。少なくとも、現段階で
は、ゴミなどを廃棄しやすいように、彼らが
集まる場所には、ゴミ箱を増設しなければな
らないといえるだろう。
（5）金銭トラブル・借金問題
　多くの外国人家事労働者は、海外にて就労
をするために、仲介エージェントを通して渡
航手続きを行っている。26）その仲介料金は、
彼らにとっては非常に高額であり、自ら工面
できずに、親類縁者に借金をする者が多いと
いわれているが、中には、母国で消費者金融
から借金をしてまでして、渡航する者も多い。
27）そして、消費者金融に返済するために、更
に、香港の消費者金融で借金を重ねる外国人
家事労働者もいるほどである。借金が膨らみ、
返済ができなくなった家事労働者の中には、
雇用期間の途中で、雇用主にも相談せずに、
何もかもを放り出して、突然帰国してしまう
者もいる。
　筆者の知り合いの香港人Fさん（50代男性）
のケースであるが、突然、消費者金融から連
絡があり、「Fさんの名前が、あるフィリピン
人家事労働者の保証人となっている」と言わ
れたことがある。Fさんとは全く面識のない
フィリピン人家事労働者が、どこかでFさん
の名前、住所などの個人情報を入手して、借
金の際に保証人として記入したらしい。郵便
ポストに投函されている手紙類から他人の名
前や住所は、簡単に入手できるため、Fさん
は、それを疑った。Fさんは、過去にフィリ
ピン人家事労働者を一度も雇用したことはな
く、フィリピン人家事労働者との個人的な接
点も皆無だったので、それを証明して、Fさ
んとその家事労働者が無関係であることを消
費者金融にわかってもらえたそうだ。Fさん
の近所でも類似する話はあり、Fさんの住む
マンションのフィリピン人家事労働者も、消
費者金融から多額の借金をした後、突然帰国
して、警察がマンションまで調べに来たこと
があったという。28）
　香港では、外国人家事労働者の借金問題、
金銭トラブルについては、テレビで特集番組
が放送されたり、新聞で報道されたりして、
香港住民に問題を認識させる動きがある。し
かし、これは香港のみで解決できる問題では
ない。消費者金融から借用することに制限を
加える、受け入れ地域が、家事労働希望者の
預貯金を証明する書類の提出を渡航前に求め
るなど、もっと厳しい具体的な基準を設け、
徹底させることで、こういったトラブルはあ
る程度防げるだろう。受け入れ地域である香
港のみならず、仲介エージェント、送り出し
地域のフィリピンやインドネシアともに、こ
の問題の解決に向けて協議を進める必要があ
る。
（6）犯罪行為・不法行為
　外国人家事労働者が犯罪行為を行うケース
も増加しているといわれている。筆者の知り
合いのGさん（30代女性）は、フィリピン人
家事労働者が、高価ではない日用品、数が多
い日用品といったものを中心に、雇用主が盗
難に気づきにくいものを家から持ち出しては、
28） 筆者のFさんへの聞き取り。（2014年３月24日）
25） 「外傭攻陷旺角天橋」、『太陽報』、2013年3月4日。
26） 外国人家事労働者が利用する仲介エージェント
の役割およびその問題点については、以下を参
照：合田美穂「在香港インドネシア人家事労
働者が直面する問題についての一考察」、『静岡
産業大学研究紀要　環境と経営』   第17巻(1号) 
2011年6月。
27） フィリピン人家事労働者の借金問題等について
は、以下に詳しい：曾佳「菲傭 : 香港家庭外來
客」、『記著觀察』、1995年第7期 、40頁。新聞透
視（香港電視台のテレビ番組）「菲律賓傭工: 講
述菲律賓傭工申請來港工作的原因、所需費用及
她們的債務問題」2003年5月5日。
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休日に転売していたことを知り、解雇した。
その家事労働者が、近所の別の家事労働者に、
自らの窃盗行為を武勇伝のように語っていた
ことから、Gさんにその話が伝わることになっ
たという。29）別の知り合いの香港人Hさん（40
代女性）の話では、数ヶ月前に、Hさんの親
戚（60代男性）が雇用しているインドネシア
人家事労働者が雇用主の金銭を窃盗し、その
証拠を示して、即日解雇したそうである。30）
筆者の記憶に新しい報道では、フィリピン人
家事労働者が、雇用主の金品を窃盗した後で、
窃盗に入られたと警察に通報をしたが、住宅
の防犯カメラによって、通報内容が嘘だとい
うことが発覚したという事件があった。31）32）
また、香港人によく知られている事件として
は、2006年、歌手で俳優の張学友が雇用する
フィリピン人家事労働者が、雇用主の私的な
手紙や写真を窃盗し、雇用主の私物も転売し
たという疑いで起訴された事件である。（判決
は3 ヶ月の収監。）33）
　筆者の知る外国人家事労働者の仲介エー
ジェントのスタッフIさん（20代女性）は、家
事労働者が任期を終えて帰国する際、契約途
中で何らかの理由で帰国する際には、雇用主
に対して「帰国が決まると魔がさす外国人家
事労働者がいる。一度帰国してしまうと、追
求することは難しいので、帰国が決まったり、
帰国についての話をする段階になったりすれ
ば、金銭や貴重品の管理をよりいっそうきち
んとするように」と強く勧めている。34）実際に、
筆者の知り合いの香港人Jさん（40代男性）は、
これまで全く素行に問題がなかったフィリピ
ン人家事労働者が、任期がきて最終帰国する
ことになった際に、Jさんの高級腕時計を窃盗
し、本国に持ち帰ったと話した。35）
　「兼職」も不法行為である。香港政府の規
定では、家事労働者は、雇用主の家事のみに
従事することが規定されており、雇用主以外
の家で家事をすることや、その他の仕事をす
ることが禁じられている。36）しかしながら、
上述のように、消費者金融からの巨額の借金
がある者の中には、法定賃金の給金だけでは
返済できないために、兼職を行っている者も
いる。筆者が、以前、フィリピン人家事労働
者への聞き取りを行った際に、美容やネイル
アートを得意とする家事労働者が、休日に同
郷人に対してネイルアートを施して、報酬を
得ているという情報を入手した。37）近年、よ
く報道されるようになっているのが、外国人
家事労働者による売春問題である。ある報道
では、インターネットのサイトを利用して売
春活動をしている外国人家事労働者の問題が
指摘されている。38）
　窃盗や売春などの犯罪行為は、外国人家事
労働者に限ったことではない。実際に、外国
人家事労働者の中では、犯罪行為に手を染め
ていない人のほうが大多数であろう。しかし
ながら、このような犯罪行為の報道が、香港
人の、外国人家事労働者に対する印象や見方
にも、少なからず影響を与えていることは事
実である。上述の仲介エージェントのIさん
のように、「外国人家事労働者には物を取られ
ないように注意して」という見方をするよう
29） 筆者のGさんへの聞き取り。（2013年10月29日）
30） 筆者のHさんへの聞き取り。（2014年３月28日）
31）「偷錢女傭作[口野] 警察閉路電視掲無人入屋」、
『蘋果日報』、2012年10月27日。
32）また、香港での事件ではないが、筆者の記憶に
強く残っているものとして、シンガポールにて、
インドネシア人家事労働者が自らの尿を料理に
混入させて雇用主に提供しつづけていたことに
より、1 ヶ月収監の有罪判決を受けたとの報道
があった。筆者の知人のシンガポール人（44代
女性）によると、これに類似する事件は、過去
に何度も起こっているという。事件の詳細は以
下を参照：「食水摻尿 女傭坐監1個月 網絡天下」、
鳳凰論壇、2010年1月5日、
 http://bbs.ifeng.com/viewthread.php?tid=4198399。
33） 「張學友出庭控三隻手菲傭」、『蘋果日報』、2006
年12月9日。
 「張學友費用上訴獲減刑」、『 太陽網』、2007年9月
20日。
34） 筆者のIさんへの聞き取り。（2013年６月24日）
35） 筆者のJさんへの聞き取り。（2014年４月１日）
36） 香港入境事務處「常見問題:外籍家庭傭工」、香
港特別行政區政府入境事務處、
 http://www.immd.gov.hk/tc/faq/foreign-domestic-
helpers.html。
37） 外国人家事労働者の余暇活動については以下を
参照：合田美穂「在香港フィリピン人家事労働
者の余暇活動についての一考察」、『甲南女子大
学研究紀要』人間科学編第42号、 2006年3月。
38） 「外傭交友Apps假期賣淫」、『太陽報』、2013年9月
8日。
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になってしまうのである。人手が足りない、
需要があるからといって、誰かれなしに仲介
するのではなく、倫理規定を徹底させる、罰
則を強化するなどの努力が必要である。
4．家事労働者の国際関係への「政治利用」
は有効か
（1）マニラ・バスジャック事件から派生した
家事労働者の「政治利用」
　2010年8月、団体旅行に参加していた香港
人観光客23人が乗る観光バスが、マニラ市内
でバスジャック犯に乗っ取られるという事件
が起こった。マニラ警察の対応が不適切で
あったために、8人の香港人が死亡するとい
う結果となった。その後、フィリピン政府は
被害者や遺族に対する賠償および謝罪を拒否
しつづけており、香港とフィリピンの関係が
緊張状態となっている。
　香港の梁振英行政長官は、2014年1月29日、
マニラ・バスジャック事件に関して、「謝罪、
被害者への補償、不適切な対応をした関係者
への処罰、旅行客への安全義務の4項目につ
いて、フィリピン政府に要求するとともに、
フィリピン政府と協議を進めてきた。その結
果、１名の負傷者に対する慰謝料支払いを含
めた3項目については進展がみられた。しか
し、最も重要な項目である死者とその家族に
対する謝罪はまだ得られていないとして、両
者の協議はものわかれしている」と述べ、そ
の翌週から、マニラ・バスジャック事件への
第１段階の制裁措置として、フィリピンの外
交および公務旅券の所持者の14日間のビザ無
し訪問を停止すると発表した。39）
　事件後、香港政府から再三の謝罪要求があ
るにもかかわらず、フィリピン政府からの正
式な謝罪がないことにより、香港では、フィ
リピンからの家事労働者の受け入れに制限を
設けるという、次の段階の制裁措置を行うか
どうかの議論がなされるようになっている。
（2）台湾の「廣大興28號」事件
　今回、香港が家事労働者の受け入れに制限
を加えるという制裁措置を検討していること
について、よく比較されているのが、台湾の
ケースである。2013年5月9日、台湾漁船の「廣
大興28號」が、台湾とフィリピン双方が主張
する排他的経済水域を通過した際に、フィリ
ピンの沿岸警備隊の公船から銃撃され、「廣大
興28號」の船長が死亡した。台湾政府は、フィ
リピンに、この事件に対する正式な謝罪、賠
償、関係者の処罰、台湾とフィリピン間の漁
業協議着手を要求したが、フィリピンの対応
に納得がいかず、台湾とフィリピンの関係は
緊張状態に転じた。この事件に対して、台湾
政府はフィリピンに対して、フィリピン人家
事労働者の申請を凍結することを含めた11項
目の制裁措置を発表した。これに対して、フィ
リピンの海外就労署は、「家事労働者の行き先
は台湾だけではない。マレーシアやシンガポー
ルなど、他にも行き先はある」といって、家
事労働者の申請を凍結することは大きな問題
ではなく、制裁にはならないということを示
した。40）
　台湾の場合は、2013年現在、87,808人のフィ
リピン人家事労働者を受け入れている。41）一
方、同時期の香港のフィリピン人家事労働者
は、その約２倍の160,850人であることを考
えると、42）台湾によるフィリピン人家事労働
者受け入れに対する制裁措置も大きな影響は
ないと考えられよう。しかしながら、上述の
香港および台湾のケースから、家事労働者が
39） この措置が実行されると、上記の旅券所持者は、
中国の在外大使館および領事館にて事前に香港
訪問のビザを申請しなければならなくなる。今
回の外交および公務旅券所持者に対する制裁で
影響を被る人は多くは無いであろうが、政府（公
務員）に対する外交的な制裁という意味では、
有効であると考えられている。詳細は以下を参
照：香港政府新聞網、
 http://archive.news.gov.hk/tc/categories/admin/
html/2014/01/20140129_164815.shtml。
40） 「廣大興28號事件」、新聞中心、中華民國外交部、
 h t tp ://www.mofa .gov . tw/Of f i c i a l/Home/
SubTitle/?opno=27e1968b-caee-47b7-8fe5-
2f834a80a500。
41） 翁千玉、胡吟靜「外籍勞工在台灣」、國立台灣
大學、2013年、
 web.ntpu.edu.tw/~mhsu/101-2/hw/4-1.doc。
42） 「香港概況」、『香港政府一站通』、http://www.gov.
hk/tc/about/abouthk/facts.htm。
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政治的に利用される可能性が十分にあること
が示されることになった。
（3）家事労働者を「政治利用」するか否か
　フィリピン人家事労働者の受け入れを制限
することは、フィリピンだけではなく、香港
にとってもマイナスになる可能性を考慮しな
ければならない。筆者は、外国人家事労働者
を受けいれるメリットとして、香港の外国人
コミュニティの形成による、多元的な文化、
宗教、および民族社会の多様化が、「国際都市」
としての香港の魅力を高めることになると述
べた。しかし、フィリピン人家事労働者の受
け入れを制限することによって、「開放的で国
際的」である香港のイメージが損なわれる可
能性を考えなければならないだろう。香港の
観光地としての魅力が以前ほどではなくな
り、「国際都市」をアピールする香港にとって、
そのイメージ低下は大きいといえる。
　それ以上に大きな打撃は、家事労働者を受
け入れている香港、送り出し国家のフィリピ
ン、そして、家事労働者本人への影響であろ
う。2012年現在、海外にて就労するフィリピ
ン人は1,802,031人であり、香港のほかに、サ
ウジアラビア、アラブ首長国連邦、シンガポー
ル、マレーシア、台湾が主な就労地域である。
43）海外で就労するフィリピン人の多くが家事
労働に従事しており、フィリピン人家事労働
者がフィリピンにもたらす外貨収入は、フィ
リピン経済を支えている。44）香港がフィリ
ピン人家事労働者を規制すれば、フィリピン
にとってはある程度の打撃になるのは必至で
ある。また、これまで多数のフィリピン人家
事労働者を受けいれていた香港も、彼らを失
うことは大きな損失となる。家事労働者は他
国から輸入すればよいという考えもあるが、
上述のように、高学歴者が多く、英語も堪能
である家事労働者を多く輸出できる国はさほ
ど多くない。また、家事労働者本人にとって
も死活問題となる。この制裁によって、得ら
れるもの、失うものを考え合わせると、失う
ものの方が大きいと考えざるを得ない。また、
台湾のケースから見ても、外国人家事労働者
を「政治利用」することは得策ではないとい
える。
5．むすびにかえて
　海外メディアなどでは、よく香港やシンガ
ポールの家事労働者の現地社会への貢献が取
り上げられ、絶賛される傾向にある。しかし
ながら、デメリットを考えると、単に、外国
人家事労働者雇用のシステムを、女性の社会
進出への後押しであるとか、共働き家庭の救
世主であるなどとして、手放しで絶賛するこ
とには慎重にならなければいけない。その背
景にある社会問題、さらには、家事労働者雇
用によるデメリットについても目を向けなけ
ればならないということが、現在、我々が取
り組むべき大きな課題であろう。
　また、国際関係が常に良好であるとは限ら
ないということも想定するべきである。香港
とフィリピンの関係、そして、台湾とフィリ
ピンの関係は、マニラ・バスジャック事件お
よび「廣大興28號」以前は比較的安定してい
たため、現在のような緊張関係に陥ることを
多くの人は想像をしていなかった。おそらく
各政府にとっても、こういった突発的な事件
をきっかけに、双方の関係が劣悪になること
は想定外であっただろう。香港大学の2011年
11月の民意調査によると、香港人のフィリピ
ンに対するマイナスの印象は79.3％にのぼり、
1997年以来一貫して40％未満だったフィリピ
ンへのマイナス感情から、一気に上昇してい
る。45）この数字が示すように、香港では、政
府間の関係の悪化だけではなく、民意におい
てもフィリピンに対するマイナス感情が増大
している。筆者が聞き取りをした香港人（匿
名希望）は、「フィリピン政府の不誠実な対応
を不満に感じていたため、フィリピン人家事
労働者に罪はないとは理解しているのにもか
かわらず、彼女に冷たく当たってしまったこ
とが何度もある」と話した。
　これまで順調に家事労働者を輸入すること
43） フィリピン海外就労署、http://www.poea.gov.ph/。
44） 陳慶鴻「菲律賓海外勞工的喜與悲」、『世界知識』
2011年第17期。
45） 香港大學民意網站、
 http://hkupop.hku.hk/chinese/。
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ができていた場合でも、こういったリスクが
あった場合に、フィリピン人にとって代わる
ことのできる他国や他地域の家事労働者を急
きょ、大量に輸入することができるのであろ
うか。おそらく難しいであろう。そのような
ことを考え合わせると、外国に依頼するとい
うことだけではなく、いかにうまく国内で「自
給自足」を図っていくかということも同時に
検討していかなければならないだろう。
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